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【公開版】

１．文章中の下線部は，Ｒ５からＲ６への変更箇所を示す。  

２．本資料 (Ｒ６ )は，令和４年９月７日に提示した「火山防護設計の基本方針に関

する降下火砕物の影響を考慮する施設の選定についてＲ５」に対し，９月 14

日のヒアリングでの以下のご指摘及び安重建屋の考え方を踏まえ記載を見直

したものである。  

・制御盤に対する設計項目の星取の記載がＭＯＸと異なるため確認すること。：別

紙１ 8p 他

・備考の理由の記載で「傾斜している」と記載しているが、この理由の場合、どの

程度の傾斜でとか、根拠が必要になるため、理由の記載を検討すること。：別

紙１  16p 他  
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1. 概要  

本資料は，再処理施設及び MOX 燃料加工施設の第１回設工認申請のうち，

以下に示す添付書類の降下火砕物の影響を考慮する施設の選定を補足説明

するものである。  

・再処理施設  添付書類「Ⅵ－１－１－１－４－２  降下火砕物の影響を

考慮する施設の選定」  

・ MOX 燃料加工施設  添付書類「Ⅴ－１－１－１－４－２  降下火砕物の

影響を考慮する施設の選定」  

上記添付書類において，降下火砕物の影響を考慮する施設の選定方針等

を示しており，本資料では，降下火砕物の影響を考慮する施設の選定の考

え方と，その考え方に基づいて選定した結果について，補足説明するもの

である。  

なお，本資料で示す降下火砕物の影響を考慮する施設の選定の考え方に

ついては，再処理施設及び MOX 燃料加工施設の後次回の設工認申請並びに

廃棄物管理施設の設工認申請において対象となる施設に対しても適用する

ものである。  

 

2. 降下火砕物の影響を考慮する施設の選定について  

2.1 降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定  

降下火砕物の静的負荷，閉塞，磨耗，腐食，大気汚染及び絶縁低下 (以

下「降下火砕物の静的負荷，閉塞等」という。)による影響を考慮し，降

下火砕物から防護する施設 (以下「降下火砕物防護対象施設」という。 )

の設計方針を踏まえて，降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設

を選定する。選定した降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設を

降下火砕物の影響を考慮する施設とする。  

降下火砕物の静的負荷，閉塞，磨耗，腐食，大気汚染及び絶縁低下に

よる影響ごとの選定フローを第 2.1-1 図～第 2.1-6 図に示す。選定フロ

ーを用い選定した結果について以下の (1)～ (4)に分類し，それぞれ①～

④として付番を行った。  

 

(1) 降下火砕物防護対象施設を収納する建屋(①) 

建屋内の降下火砕物防護対象施設は，建屋にて防護されることか

ら，降下火砕物防護対象施設の代わりに，降下火砕物防護対象施設

を収納する建屋を降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設と

する。  
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(2) 降下火砕物を含む空気の流路となる降下火砕物防護対象施設 (② ) 

降下火砕物を含む空気の流路となる施設については，降下火砕物

の影響を受ける可能性があるため，降下火砕物の静的負荷，閉塞等

を考慮する施設とする。  

ただし，降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設のうち，

磨耗の影響を考慮する施設としては，降下火砕物を含む空気の流路

となる降下火砕物防護対象施設のうち，動的機器に該当する施設の

みとする。また，降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の

うち，大気汚染の影響を考慮する施設としては，降下火砕物を含む

空気の流路となる降下火砕物防護対象施設のうち，事故時に人がと

どまり対応を行う制御室等の場所の換気設備のみとする。  

 

(3) 外気から取り入れた建屋内の空気を機器内に取り込む機構を有す

る降下火砕物防護対象施設 (③ ) 

建屋内の降下火砕物防護対象施設のうち，外気から取り入れた建

屋内の空気を機器内に取り込む機構を有する降下火砕物防護対象施

設を降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設とする。  

 

(4) 屋外の降下火砕物防護対象施設 (④ ) 

屋外の降下火砕物防護対象施設は，直接降下火砕物の影響を受け

る可能性があるため，降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施

設とする。  

ただし，降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設のうち，

閉塞の影響を考慮する施設としては，屋外の降下火砕物防護対象施

設のうち，降下火砕物が侵入する可能性のある開口がある施設のみ

とする。また，降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設のう

ち，磨耗の影響を考慮する施設としては，屋外の降下火砕物防護対

象施設のうち，動的機器に該当する施設のみとする。さらに，降下

火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設のうち，絶縁低下の影響

を考慮する施設としては，屋外の降下火砕物防護対象施設のうち，

空気を取り込む機構を有する電気計装品のみとする。  

 

2.2 降下火砕物防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設の選定  

降下火砕物防護対象施設及びそれらを収納する建屋 (以下「降下火砕物

防護対象施設等」という。 )に波及的影響を及ぼし得る施設については，

機械的影響及び機能的影響を考慮し，以下のとおり降下火砕物の影響を

考慮する施設とする。  

降下火砕物防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設の選定フロ

ーを第 2.2-1 図及び第 2.2-2 図に，降下火砕物防護対象施設等に波及的

影響を及ぼし得る施設のイメージを第 2.2-3 図に示す。選定フローを用

い選定した結果について⑤及び⑥として付番を行った。  
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(1) 機械的影響を及ぼし得る施設 (⑤ ) 

現地調査により選定した降下火砕物防護対象施設等の周辺の建

物・構築物のうち，倒壊，転倒又は破損により降下火砕物防護対象

施設等に影響を与える可能性がある施設として，建物等の高さが降

下火砕物防護対象施設等との距離よりも高い施設を抽出する。この

うち，想定される降下火砕物の影響により倒壊，転倒又は破損し，

降下火砕物防護対象施設等の安全機能を損なわせるおそれがある施

設を機械的影響を及ぼし得る施設とする。  

 

(2) 機能的影響を及ぼし得る施設 (⑥ ) 

降下火砕物防護対象施設の屋外の付属設備のうち，降下火砕物の

影響により破損して，降下火砕物防護対象施設の安全機能を損なわ

せるおそれがある施設を機能的影響を及ぼし得る施設とする。  

 

2.3 使用済燃料収納キャスクを収納する建屋  

再処理施設の使用済燃料収納キャスクは再処理施設内に一時的に保管

されることを踏まえ，使用済燃料収納キャスクを収納する建屋について

は，以下のとおり降下火砕物の影響を考慮する施設とする。  

(1) 使用済燃料収納キャスクを収納する建屋  

使用済燃料収納キャスクを収納する建屋は，破損により使用済燃

料収納キャスクに波及的破損を与える可能性があることから，使用

済燃料収納キャスクを収納する建屋を，降下火砕物の影響を考慮す

る施設とする。  

 

2.4 間接的影響を考慮する施設  

間接的影響を考慮する施設については，降下火砕物の影響を考慮する

施設とする。  

(1) 間接的影響を考慮する施設  

降下火砕物による間接的影響である外部電源喪失及び敷地内外で

のアクセス制限事象に対し，再処理施設又は MOX 燃料加工施設の安

全性を維持するために必要となる設備を間接的影響を考慮する施設

とする。  
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第 2.1-1図  静的負荷の影響を考慮する施設の選定フロー  

  

6



外火山 02-5 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.1-2図  閉塞の影響を考慮する施設の選定フロー  
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第 2.1-3図  磨耗の影響を考慮する施設の選定フロー  
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第 2.1-4図  腐食の影響を考慮する施設の選定フロー  
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第 2.1-5図  大気汚染の影響を考慮する施設の選定フロー  
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第 2.1-6 図  絶縁低下の影響を考慮する施設の選定フロー  
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第 2.2-1 図  機械的影響を及ぼし得る施設の選定フロー   
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第 2.2-2 図  機能的影響を及ぼし得る施設の選定フロー   
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*降下火砕物防護対象施設等以外の建物等の高さ（高さ H）が降下火砕物防護対象施設

等との距離（水平距離 L）よりも高い施設を抽出する。  

 

第 2.2-3 図  降下火砕物防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設の  

イメージ  
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  設工認に係る補足説明資料 別紙リスト 令和４年 11 月 10 日 Ｒ４ 

外火山 02【火山防護設計の基本方針に関する降下火砕物の影響を考慮する施設の選定について】 

 

別紙 
備考 

資料 No. 名称 提出日 Rev 

別紙-1 
再処理施設における降下火砕物の影響を考慮する施設の選定

結果 
11/10 ３  

別紙-2 
MOX 燃料加工施設における降下火砕物の影響を考慮する施設

の選定結果 
８/10 １  

別紙-3 
廃棄物管理施設における降下火砕物の影響を考慮する施設の

選定結果 
  次回以降で示す範囲 
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1. 降下火砕物の影響を考慮する施設の選定結果  

設工認に係る補足説明資料本文中の「 2. 降下火砕物の影響を考慮する

施設の選定について」に基づき，降下火砕物の影響を考慮する施設を選定

した結果を以下に示す。  

 

1.1 降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果  

降下火砕物防護対象施設等のうち，降下火砕物の影響を考慮する施設を

以下の (1)～ (4)に分類し選定した。選定結果を第 1.1-1 表に，降下火砕

物の影響を考慮する施設の構内配置を第 1.1-1 図に示す。  
(1)降下火砕物防護対象施設を収納する建屋 (① ) 

建屋内の降下火砕物防護対象施設は，建屋にて防護されることから，降

下火砕物防護対象施設の代わりに，降下火砕物防護対象施設を収納する建

屋を降下火砕物の影響を考慮する施設とする。降下火砕物防護対象施設を

収納する建屋を以下に示す。  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋  

・前処理建屋  

・分離建屋  

・精製建屋  

・ウラン脱硝建屋  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋  

・ウラン酸化物貯蔵建屋  

・ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋  

・高レベル廃液ガラス固化建屋  

・第１ガラス固化体貯蔵建屋  

・チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋  

・ハル・エンドピース貯蔵建屋  

・制御建屋  

・分析建屋  

・非常用電源建屋  

・主排気筒管理建屋  

 

(2)降下火砕物を含む空気の流路となる降下火砕物防護対象施設 (② ) 

降下火砕物を含む空気の流路となる施設については，降下火砕物の影響

を受ける可能性があるため，降下火砕物の影響を考慮する施設とする。降

下火砕物を含む空気の流路となる降下火砕物防護対象施設を以下に示す。  

・制御建屋中央制御室換気設備  

・ガラス固化体貯蔵設備の収納管及び通風管  

・第 1 非常用ディーゼル発電機  

・第 2 非常用ディーゼル発電機  

・安全圧縮空気系の空気圧縮機  

・気体廃棄物の廃棄施設の換気設備の給気系  
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・非管理区域換気空調設備の給気系  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備  
・降下火砕物防護対象施設を収納する建屋 (外気取入口 ) 

 

(3)外気から取り入れた建屋内の空気を機器内に取り込む機構を有する降下

火砕物防護対象施設 (③ ) 

建屋内に収納される降下火砕物防護対象施設のうち，外気から取り入れ

た建屋内の空気を機器内に取り込む機構を有する降下火砕物防護対象施設

を降下火砕物の影響を考慮する施設とする。外気から取り入れた建屋内の

空気を機器内に取り込む機構を有する降下火砕物防護対象施設を以下に示

す。  

・計測制御設備のうち空気を取り込む機構を有する制御盤  

・安全保護回路を収納し空気を取り込む機構を有する制御盤  

・非常用所内電源系統のうち空気を取り込む機構を有する電気盤  

・放射線監視設備のうち空気を取り込む機構を有する監視盤  

 
(4)屋外の降下火砕物防護対象施設 (④ ) 

屋外の降下火砕物防護対象施設は，直接降下火砕物の影響を受ける可能

性があるため，降下火砕物の影響を考慮する施設とする。屋外の降下火砕

物防護対象施設を以下に示す。  

・前処理建屋  

・分離建屋  

・精製建屋  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋  

・高レベル廃液ガラス固化建屋  

・安全冷却水系冷却塔 A,B 

・安全冷却水 A,B 冷却塔  

・冷却塔 A,B 

・安全冷却水系膨張槽 A,B 

・安全冷却水系  

（安全冷却水系冷却塔 A,B，安全冷却水 A,B 冷却塔，冷却塔 A,B 及び

安全冷却水系膨張槽 A,B 周りの配管）  

・安全冷却水系膨張槽水位計 A,B 

・主排気筒  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備  

・高レベル廃液ガラス固化建屋塔槽類廃ガス処理設備  

・前処理建屋換気設備  

・分離建屋換気設備  

・精製建屋換気設備  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋換気設備  

・高レベル廃液ガラス固化建屋換気設備  
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外火山 02別紙 1-3 

 
 

No. 

 

設 備名 称  

降 下火 砕 物 に 対 する 設 計 項 目  

設 置建 屋  分 類  
静 的負 荷  閉 塞  磨 耗  腐 食  大 気汚 染  

絶 縁  

低 下  

1 

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 を 収 納 す る

建 屋 (① ) 

使 用 済 燃 料 受 入

れ ・貯 蔵 建 屋  
○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

2 前 処理 建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

3 分 離建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

4 精 製建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

5 ウ ラン 脱 硝 建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ―  ―  

6 
ｳﾗﾝ･ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混 合

脱 硝建 屋  
○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

7 
ウ ラン 酸 化 物 貯 蔵

建 屋  
○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ―  ―  

8 
ｳﾗﾝ･ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混 合

酸 化物 貯 蔵 建 屋  
○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ―  ―  

9 
高 レベ ル 廃 液 ガ ラ

ス 固化 建 屋  
○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

 

  

設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  

 

第 1.1-1 表  降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果及び設計項目（ 1/7）  
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外火山 02別紙 1-4 

 
 

No. 

 

設 備名 称  

降 下火 砕 物 に 対 する 設 計 項 目  

設 置建 屋  分 類  
静 的負 荷  閉 塞  磨 耗  腐 食  大 気汚 染  

絶 縁  

低 下  

10 

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 を 収 納 す る

建 屋 (① ) 

第 １ガ ラ ス 固 化 体

貯 蔵建 屋  
○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ―  ―  

11 

ﾁｬﾝﾈﾙﾎﾞｯｸｽ･ﾊﾞｰﾅ

ﾌﾞﾙﾎﾟｲｽﾞﾝ処 理 建

屋  

○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ―  ―  

12 
ﾊﾙ･ｴﾝﾄﾞﾋﾟｰｽ貯 蔵

建 屋  
○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ―  ―  

13 制 御建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

14 分 析建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ―  ―  

15 非 常用 電 源 建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ―  ―  

16 主 排気 筒 管 理 建 屋  ○ ＊ 3  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ―  ―  

  

設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  

第 1.1-1 表  降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果及び設計項目（ 2/7）  

22



 

外火山 02別紙 1-5 

 
 

No. 

 

設 備名 称  

降 下火 砕 物 に 対 する 設 計 項 目  

設 置建 屋  分 類  
静 的負 荷  閉 塞  磨 耗  腐 食  大 気汚 染  

絶 縁  

低 下  

17 

降 下 火 砕 物 を 含 む

空 気 の 流 路 と な る

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施設 (② ) 

制 御建 屋 中 央 制 御

室 換気 設 備  
―  ○  ○  ○  ○  ○  制 御建 屋  

18 

ガ ラス 固 化 体 貯 蔵

設 備の 収 納 管 及 び

通 風管  

―  ○  ―  ○  ―  ―  

高 レベ ル 廃 液 ガ ラス 固 化

建 屋  

第 １ガ ラ ス 固 化 体貯 蔵 建

屋  

19 
第 １非 常 用 デ ィ ー

ゼ ル発 電 機  
―  ○  ○  ○  ―  ―  

使 用済 燃 料 受 入 れ・ 貯 蔵

建 屋  

20 
第 ２非 常 用 デ ィ ー

ゼ ル発 電 機  
―  ○  ○  ○  ―  ―  非 常用 電 源 建 屋  

21 
安 全圧 縮 空 気 系 の

空 気圧 縮 機  
―  ○  ○  ○  ―  ―  前 処理 建 屋  

22 

気 体廃 棄 物 の 廃 棄

施 設の 換 気 設 備 の

給 気系  

―  ○  ○  ○  ―  ○  
降 下火 砕 物 防 護 対象 施 設

を 収納 す る 建 屋  

  設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  

 

第 1.1-1 表  降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果及び設計項目（ 3/7）  
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外火山 02別紙 1-6 

 
 

No. 

 

設 備名 称  

降 下火 砕 物 に 対 する 設 計 項 目  

設 置建 屋  分 類  
静 的負 荷  閉 塞  磨 耗  腐 食  大 気汚 染  

絶 縁  

低 下  

23 

降 下 火 砕 物 を 含 む

空 気 の 流 路 と な る

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施設 (② ) 

非 管理 区 域 換 気 空

調 設備 の 給 気 系  
―  ○  ○  ○  ―  ○  

降 下火 砕 物 防 護 対象 施 設

を 収納 す る 建 屋  

24 

使 用済 燃 料 受 入

れ ・貯 蔵 建 屋 制 御

室 換気 設 備  

―  ○  ○  ○  ○  ○  
使 用済 燃 料 受 入 れ・ 貯 蔵

建 屋  

25 

降 下火 砕 物 防 護 対

象 施設 を 収 納 す る

建 屋（ 外 気 取 入

口 ）  

―  ○  ○  ○  ○  ○  
降 下火 砕 物 防 護 対象 施 設

を 収納 す る 建 屋  

 

 

        

 

  

設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  

 

第 1.1-1 表  降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果及び設計項目（ 4/7）  
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No. 

 

設 備名 称  

降 下火 砕 物 に 対 する 設 計 項 目  

設 置建 屋  分 類  
静 的負 荷  閉 塞  磨 耗  腐 食  大 気汚 染  

絶 縁  

低 下  

26 

外 気 か ら 取 り 入 れ

た 建 屋 内 の 空 気 を

機 器 内 に 取 り 込 む

機 構 を 有 す る 降 下

火 砕 物 防 護 対 象 施

設 (③ ) 

計 測制 御 設 備 の う

ち 空気 を 取 り 込 む

機 構を 有 す る 制 御

盤  

―  ―  ―  ―  ―  ○＊ 1  

使 用済 燃 料 受 入 れ・ 貯 蔵

建 屋  

前 処理 建 屋  

高 レベ ル 廃 液 ガ ラス 固 化

建 屋  

27 

安 全保 護 回 路 を 収

納 し空 気 を 取 り 込

む 機構 を 有 す る 制

御 盤  

―  ―  ―  ―  ―  ○＊ 1  
高 レベ ル 廃 液 ガ ラス 固 化

建 屋  

28 

非 常用 所 内 電 源 系

統 のう ち 空 気 を 取

り 込む 機 構 を 有 す

る 電気 盤  

―  ―  ―  ―  ―  ○＊ 1  

使 用済 燃 料 受 入 れ・ 貯 蔵

建 屋  

前 処理 建 屋  

分 離建 屋  

精 製建 屋  

ｳﾗﾝ･ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混 合脱 硝 建

屋  

制 御建 屋  

高 レベ ル 廃 液 ガ ラス 固 化

建 屋  

29 

放 射線 監 視 設 備 の

う ち空 気 を 取 り 込

む 機構 を 有 す る 監

視 盤  

―  ―  ―  ―  ―  ○＊ 1  制 御建 屋  

  設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  

 

第 1.1-1 表  降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果及び設計項目（ 5/7）  

25



 

外火山 02別紙 1-8 

 
 

No. 

 

設 備名 称  

降 下火 砕 物 に 対 する 設 計 項 目  

設 置建 屋  分 類  
静 的負 荷  閉 塞  磨 耗  腐 食  大 気汚 染  

絶 縁  

低 下  

30 

屋 外 の 降 下 火 砕 物

防 護対 象 施 設 (④ ) 

前 処理 建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

31 分 離建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

32 精 製建 屋  ○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

33 
ｳﾗﾝ･ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混 合

脱 硝建 屋  
○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

34 
高 レベ ル 廃 液 ガ ラ

ス 固化 建 屋  
○  ○ ＊ 1  ○ ＊ 1  ○ ＊ 2  ―  ○ ＊ 1  ―  

35 
安 全冷 却 水 系 冷 却

塔 A,B 
○  ―  ○  ○  ―  ―  屋 外  

36 
安 全冷 却水 A,B 冷

却 塔  
○  ―  ○  ○  ―  ―  屋 外  

37 冷 却塔 A,B ○  ―  ○  ○  ―  ―  屋 外  

38 
安 全冷 却 水 系 膨 張

槽 A,B 
○  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

 

  設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  

 

第 1.1-1 表  降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果及び設計項目（ 6/7）  
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No. 

 

設 備名 称  

降 下火 砕 物 に 対 する 設 計 項 目  

設 置建 屋  分 類  
静 的負 荷  閉 塞  磨 耗  腐 食  大 気汚 染  

絶 縁  

低 下  

39 

屋 外 の 降 下 火 砕 物

防 護対 象 施 設 (④ ) 

安 全冷 却 水 系 (安

全 冷却 水 系 冷 却 塔

A,B， 安全 冷 却 水

A,B 冷却 塔 ， 冷 却

塔 A,B 及 び 安 全 冷

却 水系 膨 張 槽 A,B

周 りの 配 管 ) 

○ ＊ 3  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

40 
安 全冷 却 水 系 膨 張

槽 水位 計 A,B  
○ ＊ 3  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

41 主 排気 筒  ○  ○  ―  ○  ―  ―  屋 外  

42 

ウ ラン ・ プ ル ト ニ

ウ ム混 合 脱 硝 建 屋

塔 槽類 廃 ガ ス 処 理

設 備  

○ ＊ 3  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

43 

高 レベ ル 廃 液 ガ ラ

ス 固化 建 屋 塔 槽 類

廃 ガス 処 理 設 備  

○ ＊ 3  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

44 
前 処理 建 屋 換 気 設

備  
○ ＊ 3  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

45 分 離建 屋 換 気 設 備  ○ ＊ 3  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

46 精 製建 屋 換 気 設 備  ○ ＊ 3  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

47 

ウ ラン ・ プ ル ト ニ

ウ ム混 合 脱 硝 建 屋

換 気設 備  

○ ＊ 3  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

48 

高 レベ ル 廃 液 ガ ラ

ス 固化 建 屋 換 気 設

備  

○ ＊ 3  ―  ―  ○  ―  ―  屋 外  

  
設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  

 

第 1.1-1 表  降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果及び設計項目（ 7/7）  

27
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第 1.1-1 図  降下 火砕物の 影響を考 慮する施 設の構内 配置  
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1.2 降下 火砕物防 護対象施 設等に波 及的影響 を及ぼし 得る施設 の選定結 果  

(1)機械的 影響を及 ぼし得る 施設（⑤ ）  

降下火砕 物防護対 象施設等を除く施 設のうち ，倒壊， 転倒又は 破損によ

り降下火 砕物防護 対象施設 等の安全 機能を損 なわせる おそれが ある施設を

選定フロ ーを用い確認した 結果を第 1.2-1 表に示す。 また，降 下火砕物 防

護対象施 設等の周 辺の施設 の配置に ついても 第 1.2-1 図に示す 。  

周辺の施 設のうち 降下火砕 物防護対 象施設等 の直上に 位置する 施設は，

破損によ り降下火 砕物防護 対象施設 等に影響 を与える ため，機 械的影響 を

及ぼし得 る施設と して選定 する。  

ただし， 施設の設 置状況，材質，形 状，重量 等を踏ま えて，降 下火砕物

防護対象 施設等に 影響を与 えないと 判断でき る場合は ，機械的 影響を及 ぼ

し得る施 設として 選定しな い。  

周辺の施 設のうち 建屋につ いては， 屋根部の破損によ る建屋内 部への影

響が想定 されるが，倒壊は 想定され ないこと から，機 械的影響 を及ぼし 得

る施設と して選定 しない。  

周辺の施 設のうち 配管類に ついては ，円筒形 であり平 面の少な い形状に

よって降 下火砕物 が堆積し 難いこと から，機 械的影響 を及ぼし 得る施設 と

して選定 しない。  

機械的影 響を及ぼ し得る施 設を以下 に示す。  

・飛来物 防護ネッ ト (使用済 燃料の受 入れ施設 及び貯蔵 施設用  安全冷

却水系冷 却塔 A， B) 

・飛来物 防護ネッ ト (再処理 設備本体 用  安全 冷却水系 冷却塔 A， B) 

・飛来物 防護ネッ ト (第 2 非常用ディ ーゼル発 電機用  安全冷却 水系冷

却塔 A， B) 

・飛来物 防護板 (主 排気筒接 続用  屋 外配管及 び屋外ダ クト  主 排気筒

周り ) 

・飛来物 防護板 (主 排気筒接 続用  屋 外配管及 び屋外ダ クト  分 離建屋

屋外 ) 

・飛来物 防護板 (主 排気筒接 続用  屋 外配管及 び屋外ダ クト  精 製建屋

屋外 ) 

・飛来物 防護板 (主 排気筒接 続用  屋 外配管及 び屋外ダ クト  高 レベル

廃液ガラ ス固化建 屋屋外 ) 

・飛来物 防護板 (冷 却塔接続  屋外設 備 ) 

・飛来物 防護板 (前 処理建屋  安全蒸 気系設置 室 ) 

・北換気 筒  

 

(2)機能的 影響を及 ぼし得る 施設（⑥ ）  

降下火砕 物防護対 象施設の 屋外の付 属設備の 破損によ り機能的 影響を及

ぼし得る 施設とし ては，降 下火砕物 の影響に より降下 火砕物防 護対象施 設

の安全機 能を損な わせるお それがあ る施設を 選定する 。  

なお，直 接的影響 及び間接 的影響に 対して選 定した降 下火砕物 の影響を

考慮する 施設の付 属設備に ついては ，当該施 設の設計 において 降下火砕 物

の影響を 考慮して いること から，機 能的影響 を及ぼし 得る施設 として選 定

29
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しない。  

上記に該 当しない 降下火砕 物防護対 象施設の 付属設備 として， 屋外に設

置する施 設である 安全蒸気 系の安全 蒸気ボイ ラの排気 管，安全 圧縮空気 系

の安全空 気脱湿装 置の再生 空気排気 配管及び 高レベル 廃液ガラ ス固化建 屋

の安全冷 却水系の 安全冷水 冷凍機の 吹出し配 管が該当 する。選 定フロー を

用い確認 した結果 を第 1.2-2 表及び以下に示 す。  

 

a.安全蒸 気系の安 全蒸気ボ イラの排 気管  

安全蒸気 ボイラに は，排気 ガスを排 気するた めの排気 管を屋外 に設

置してい る。安全 蒸気ボイ ラと接続 する屋外 の排気管 が閉塞し た場合，

安全蒸気 ボイラの 運転がで きないた め，漏え い液回収 機能が喪 失する

が，円筒 形であり 平面の少 ない形状 によって 降下火砕 物が堆積 し難く，

開口部は 周辺施設 の配置状 況から降 下火砕物 が侵入し 難く降下 火砕物に

より閉塞 すること はない。したがっ て，安全 蒸気ボイ ラに機能 的波及影

響を及ぼ すことは ない。  

 

b.安全圧 縮空気系 の安全空 気脱湿装 置の再生 空気排気 配管  

安全空気 脱湿装置 には，再 生空気を 排気する ための再 生空気排 気配

管を屋外 に設置し ている。安全圧縮 空気系の安全空気 脱湿装置 と接続す

る屋外の 再生空気 排気配管 が閉塞し た場合， 再生空気 が排気さ れず，脱

湿装置の 運転がで きないた め，安全 計装用圧 縮空気の 供給が不 可となる

が，円筒 形であり 平面の少 ない形状 によって 降下火砕 物が堆積 し難く，

開口部は 下向きで あり降下 火砕物に より閉塞 すること はない。したがっ

て，安全 空気脱湿 装置に機 能的波及 影響を及 ぼすこと はない。  

 

c.高レベ ル廃液ガ ラス固化 建屋の安 全冷却水 系の安全 冷水冷凍 機の吹出

し配管  

安全冷水 冷凍機には，冷凍 保安規則 に基づき 安全弁を 設け，吹 出し口

を屋外へ 設置して いる。安 全冷水冷 凍機に接 続する屋 外の吹出 し配管が

閉塞した 場合，安 全弁が動 作した際 の建屋外 への放出 が不可と なるが，

安全冷水 冷凍機の運転継続 に機能的 波及影響 を及ぼす ことはな い。  

 

上記のこ とから， 機能的影 響を及ぼ し得る施 設に該当 する施設 はな

い。
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 1／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

使 用 済 燃 料 受 入

れ ・ 貯 蔵 建 屋  

使 用 済 燃 料 受 入

れ ・ 貯 蔵 管 理 建

屋  

○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ

る 建 屋 内 部 へ の 影

響 が 想 定 さ れ る が ，

倒 壊 は 想 定 さ れ な

い  

使 用 済 燃 料 輸 送

容 器 管 理 建 屋

( 使 用 済 燃 料 収

納 使 用 済 燃 料 輸

送 容 器 保 管 庫 ) 

○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ

る 建 屋 内 部 へ の 影

響 が 想 定 さ れ る が ，

倒 壊 は 想 定 さ れ な

い  

前 処 理 建 屋  

飛 来 物 防 護 板

( 前 処 理 建 屋  

安 全 蒸 気 系 設 置

室 ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

 

  

＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 2／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

分 離 建 屋  

試 薬 建 屋  ×   × 
離 隔 距 離 (約 30m)＞

建 屋 高 さ (約 12m) 

出 入 管 理 建 屋  ×   × 
離 隔 距 離 (約 50m)＞

建 屋 高 さ (約 24m) 

  

＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 3／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

精 製 建 屋  

試 薬 建 屋  ×   × 
離 隔 距 離 (約 40m)＞

建 屋 高 さ (約 12m) 

出 入 管 理 建 屋  ×   × 
離 隔 距 離 (約 70m)＞

建 屋 高 さ (約 24m) 

飛 来 物 防 護 板

( 精 製 建 屋  非

常 用 所 内 電 源 系

統 及 び 計 測 制 御

系 統 施 設 設 置 室  

Ａ ) 

○  ○  × × 

施 設 の 壁 面 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 は

想 定 さ れ な い  

飛 来 物 防 護 板

( 精 製 建 屋  非

常 用 所 内 電 源 系

統 及 び 計 測 制 御

系 統 施 設 設 置 室  

Ｂ ) 

○  ○  × × 

施 設 の 壁 面 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 は

想 定 さ れ な い  

ウ ラ ン 脱 硝 建 屋  
事 務 建 屋 ( 再 処

理 事 務 所 ) 
○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ

る 建 屋 内 部 へ の 影

響 が 想 定 さ れ る が ，

倒 壊 は 想 定 さ れ な

い  

 

  ＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 4／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

ウ ラ ン ・ プ ル ト

ニ ウ ム 混 合 脱 硝

建 屋  

―  ―  ―  ―  ―  

周 辺 に 機 械 的 影 響

を 及 ぼ す 可 能 性 の

あ る 施 設 は な い  

ウ ラ ン 酸 化 物 貯

蔵 建 屋  

事 務 建 屋 ( 再 処

理 事 務 所 ) 
○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ る

建 屋 内 部 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る が ， 倒 壊

は 想 定 さ れ な い  

ウ ラ ン ・ プ ル ト

ニ ウ ム 混 合 酸 化

物 貯 蔵 建 屋 換 気

設 備 の 排 気 系  

○  ×  × 

円 筒 形 で あ り 平 面

の 少 な い 形 状 に よ

っ て 降 下 火 砕 物 が

堆 積 し 難 い  

ウ ラ ン ・ プ ル ト

ニ ウ ム 混 合 酸 化

物 貯 蔵 建 屋  

ウ ラ ン ・ プ ル ト

ニ ウ ム 混 合 酸 化

物 貯 蔵 建 屋 換 気

設 備 の 排 気 系  

○  ×  × 

円 筒 形 で あ り 平 面

の 少 な い 形 状 に よ

っ て 降 下 火 砕 物 が

堆 積 し 難 い  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ

ラ ス 固 化 建 屋  
北 換 気 筒  ×   × 

離 隔 距 離 (約 90m)＞

建 屋 高 さ (約 75m) 

 

  
＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 5／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

第 １ ガ ラ ス 固 化

体 貯 蔵 建 屋  

北 換 気 筒  ○  ○  ○  ○  

サ ポ ー ト 付 き の 自

立 型 構 造 物 の た め

堆 積 箇 所 が あ り ，直

立 し た 塔 状 の た め

転 倒 を 想 定  

飛 来 物 防 護 板

( 第 １ ガ ラ ス 固

化 体 貯 蔵 建 屋  

床 面 走 行 ク レ ー

ン  遮 蔽 容 器 設

置 室 ) 

○  ○  × × 

施 設 の 壁 面 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 は

想 定 さ れ な い  

チ ャ ン ネ ル ボ ッ

ク ス ・ バ ー ナ ブ

ル ポ イ ズ ン 処 理

建 屋  

低 レ ベ ル 廃 棄 物

処 理 建 屋  
○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ

る 建 屋 内 部 へ の 影

響 が 想 定 さ れ る が ，

倒 壊 は 想 定 さ れ な

い  

低 レ ベ ル 廃 棄 物

処 理 建 屋 換 気 筒  
×   × 

離 隔 距 離 (約 50m)＞

排 気 筒 高 さ (約 46m) 

 

  ＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 6／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

ハ ル ・ エ ン ド ピ

ー ス 貯 蔵 建 屋  

使 用 済 燃 料 輸 送

容 器 管 理 建 屋  
×   × 

離 隔 距 離 (約 55m)＞

建 屋 高 さ (約 15m) 

ボ イ ラ 建 屋  ×   × 
離 隔 距 離 (約 70m)＞

建 屋 高 さ (約 19m) 

煙 突  ×   × 
離 隔 距 離 (約 90m)＞

構 築 物 高 さ (約 50m) 

制 御 建 屋  

出 入 管 理 建 屋  ○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ る

建 屋 内 部 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る が ， 倒 壊

は 想 定 さ れ な い  

運 転 訓 練 施 設  ○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ る

建 屋 内 部 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る が ， 倒 壊

は 想 定 さ れ な い  

飛 来 物 防 護 板

( 制 御 建 屋  中

央 制 御 室 換 気 設

備 設 置 室 ) 

○  ○  × × 

施 設 の 壁 面 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 は

想 定 さ れ な い  

 

  
＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 7／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

分 析 建 屋  

出 入 管 理 建 屋  ○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ

る 建 屋 内 部 へ の 影

響 が 想 定 さ れ る が ，

倒 壊 は 想 定 さ れ な

い  

運 転 訓 練 施 設  ○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ る

建 屋 内 部 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る が ， 倒 壊

は 想 定 さ れ な い  

低 レ ベ ル 廃 液 処

理 建 屋  
×   × 

離 隔 距 離 (約 29m)＞

建 屋 高 さ (約 22m) 

低 レ ベ ル 廃 棄 物

処 理 建 屋  
×   × 

離 隔 距 離 (約 46m)＞

建 屋 高 さ (約 29m) 

非 常 用 電 源 建 屋  

冷 却 水 設 備  ×   × 
離 隔 距 離 (約 45m)＞

構 築 物 高 さ (約 9m) 

北 換 気 筒  ×   × 

離 隔 距 離 (約 180m)

＞ 換 気 筒 高 さ ( 約

75m) 

運 転 訓 練 施 設  ×   × 
離 隔 距 離 (約 44m)＞

建 屋 高 さ (約 9m) 

 

  
＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 8／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

非 常 用 電 源 建 屋  飛 来 物 防 護 板

( 非 常 用 電 源 建

屋  第 ２ 非 常 用

デ ィ ー ゼ ル 発 電

機 及 び 非 常 用 所

内 電 源 系 統 設 置

室  Ａ  北 ブ ロ

ッ ク ) 

○  ○  × × 

施 設 の 壁 面 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 は

想 定 さ れ な い  

飛 来 物 防 護 板

( 非 常 用 電 源 建

屋  第 ２ 非 常 用

デ ィ ー ゼ ル 発 電

機 及 び 非 常 用 所

内 電 源 系 統 設 置

室  Ａ  南 ブ ロ

ッ ク ) 

○  ○  × × 

施 設 の 壁 面 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 は

想 定 さ れ な い  

飛 来 物 防 護 板

( 非 常 用 電 源 建

屋  第 ２ 非 常 用

デ ィ ー ゼ ル 発 電

機 及 び 非 常 用 所

内 電 源 系 統 設 置

室  Ｂ  北 ブ ロ

ッ ク ) 

○  ○  × × 

施 設 の 壁 面 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 は

想 定 さ れ な い  

  ＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 9／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

非 常 用 電 源 建 屋  

飛来物防護板 (非

常 用 電 源 建 屋  

第 ２ 非 常 用 デ ィ

ー ゼ ル 発 電 機 及

び 非 常 用 所 内 電

源 系 統 設 置 室  

Ｂ  南ブロック ) 

○  ○  × × 

施 設 の 壁 面 に 位 置 し

て お り ，破 損 に よ り 施

設 へ の 影 響 は 想 定 さ

れ な い  

安 全 冷 却 水 系 冷

却 塔 A，  

安 全 冷 却 水 系 膨

張 槽 A，  

安 全 冷 却 水 系 膨

張 槽 水 位 計 A 

第 １ 低 レ ベ ル 廃

棄 物 貯 蔵 建 屋  
×   × 

離 隔 距 離 (約 3 0 m )＞ 建

屋 高 さ (約 1 0 m )  

使 用 済 燃 料 輸 送

容 器 管 理 建 屋  
○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ る

建 屋 内 部 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る が ，倒 壊 は

想 定 さ れ な い  

飛 来 物 防 護 ネ ッ

ト (使用済燃料の

受 入 れ 及 び 貯 蔵

施 設 用  安 全 冷

却水系冷却塔 A) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置 し

て お り ，破 損 に よ り 施

設 へ の 影 響 が 想 定 さ

れ る  

火 災 感 知 器  ○  ○  × × 

支 持 架 構 搭 載 機 器 上 部

に 設 置 し て い な い こ と

又 は 軽 量 で あ る こ と か

ら 落 下 し た と し て も 冷

却 機 能 へ 影 響 は な い た

め，対象としない。  

  ＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 10／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

安 全 冷 却 水 系 冷

却 塔 B 

安 全 冷 却 水 系 膨

張 槽 B，  

安 全 冷 却 水 系 膨

張 槽 水 位 計 B 

北 換 気 筒  ○  ○  ○  ○  転 倒 を 想 定  

使 用 済 燃 料 受 入

れ ・ 貯 蔵 管 理 建

屋  

○  ○  × × 

屋 根 部 の 破 損 に よ る 建 屋

内 部 へ の 影 響 が 想 定 さ

れ ， 倒 壊 は 想 定 さ れ な い  

飛 来 物 防 護 ネ ッ

ト (使用済燃料の

受 入 れ 及 び 貯 蔵

施 設 用  安 全 冷

却水系冷却塔 B) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置 し て お

り ， 破 損 に よ り 施 設 へ の

影 響 が 想 定 さ れ る  

火 災 感 知 器  ○  ○  × × 

支持架構搭載機器上部に設

置していないこと又は軽量

であることから落下したと

しても冷却機能へ影響はな

いため，対象としない。  

安 全 冷 却 水 A 冷

却 塔  

飛 来 物 防 護 ネ ッ

ト（再処理設備本

体 用  安 全 冷 却

水系冷却塔 A）  

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置 し て お

り ， 破 損 に よ り 施 設 へ の

影 響 が 想 定 さ れ る  

火 災 感 知 器  ○  ○  × × 

支持架構搭載機器上部に設

置していないこと又は軽量

であることから落下したと

しても冷却機能へ影響はな

いため，対象としない。  

＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 11／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

安 全 冷 却 水 B 冷

却 塔  

冷 却 水 設 備  ×   × 
離 隔 距 離 (約 10m)＞ 構

築 物 高 さ (約 9m) 

低 レ ベ ル 廃 棄 物

処 理 建 屋  
×   × 

離 隔 距 離 (約 45m)＞ 建

屋 高 さ (約 29m) 

低 レ ベ ル 廃 棄 物

処 理 建 屋 換 気 筒  
×   × 

離 隔 距 離 (約 90m)＞ 構

築 物 高 さ (約 46m) 

第 ２ 低 レ ベ ル 廃

棄 物 貯 蔵 建 屋  
×   × 

離 隔 距 離 (約 70m)＞ 建

屋 高 さ (約 13m) 

飛 来 物 防 護 ネ ッ

ト（再処理設備本

体 用  安 全 冷 却

水系冷却塔 B）  

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置 し て

お り ， 破 損 に よ り 施 設

へ の 影 響 が 想 定 さ れ る  

火 災 感 知 器  ○  ○  × × 

支持架構搭載機器上部に設

置していないこと又は軽量

であることから落下したと

しても冷却機能へ影響はな

いため，対象としない。  

  ＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 12／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高

さ と 降 下 火 砕 物

防 護 対 象 施 設 等

ま で の 距 離 の 関

係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

冷 却 塔 A 

冷 却 水 設 備  ×   × 
離 隔 距 離 (約 4 5 m )＞ 構 築 物 高 さ

(約 9 m )  

北 換 気 筒  ×   × 
離 隔 距 離 (約 1 8 0 m )＞ 換 気 筒 高

さ (約 7 5 m )  

飛 来 物 防 護 ネ ッ ト

(第 2 非常用ディー

ゼ ル 発 電 機 用  安 全

冷却水系冷却塔 A) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置 し て お り ，破

損 に よ り 施 設 へ の 影 響 が 想 定

さ れ る  

火 災 感 知 器  ○  ○  × × 

支持架構搭載機器上部に設置して

いないこと又は軽量であることか

ら落下したとしても冷却機能へ影

響はないため，対象としない。  

冷 却 塔 B 

北 換 気 筒  ×   × 
離 隔 距 離 (約 1 8 0 m )＞ 換 気 筒 高

さ (約 7 5 m )  

運 転 訓 練 施 設  ×   × 
離 隔 距 離 ( 約 4 1 m ) ＞ 建 屋 高 さ

(約 9 m )  

飛 来 物 防 護 ネ ッ ト

(第 2 非常用ディー

ゼ ル 発 電 機 用  安 全

冷却水系冷却塔 B) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置 し て お り ，破

損 に よ り 施 設 へ の 影 響 が 想 定

さ れ る  

火 災 感 知 器  ○  ○  × × 

支持架構搭載機器上部に設置して

いないこと又は軽量であることか

ら落下したとしても冷却機能へ影

響はないため，対象としない。  

  ＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 13／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

安 全 冷 却 水 系

( 安 全 冷 却 水 系

冷 却 塔 A,B， 安

全 冷 却 水 A,B 冷

却 塔 ， 冷 却 塔

A,B 及 び 安 全 冷

却 水 系 膨 張 A,B

槽 周 り の 配 管 ) 

飛 来 物 防 護 板

( 冷 却 塔 接 続  

屋 外 設 備 ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

主 排 気 筒  

飛 来 物 防 護 板

( 主 排 気 筒 接 続

用  屋 外 配 管 及

び 屋 外 ダ ク ト  

主 排 気 筒 周 り ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 及 び 直

近 に 位 置 し て お り ，

破 損 に よ り 施 設 へ

の 影 響 が 想 定 さ れ

る  

       

＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 14／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

主 排 気 筒  

再 処 理 建 設 事 務

所  
×   × 

離 隔 距 離 (約 90m)＞

建 屋 高 さ (約 10m) 

試 薬 建 屋  ×   × 
離 隔 距 離 (約 30m)＞

建 屋 高 さ (約 12m) 

主 排 気 筒 管 理 建

屋  

飛 来 物 防 護 板

( 主 排 気 筒 接 続

用  屋 外 配 管 及

び 屋 外 ダ ク ト  

主 排 気 筒 周 り ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

分 離 建 屋 換 気 設

備  

飛 来 物 防 護 板

( 主 排 気 筒 接 続

用  屋 外 配 管 及

び 屋 外 ダ ク ト  

分 離 建 屋 屋 外 ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

 

  ＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 15／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

精 製 建 屋 換 気 設

備  

飛 来 物 防 護 板

( 主 排 気 筒 接 続

用  屋 外 配 管 及

び 屋 外 ダ ク ト  

精 製 建 屋 屋 外 ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ

ラ ス 固 化 建 屋 換

気 設 備  

飛 来 物 防 護 板

( 主 排 気 筒 接 続

用  屋 外 配 管 及

び 屋 外 ダ ク ト  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ

ラ ス 固 化 建 屋 屋

外 ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ

ラ ス 固 化 建 屋 塔

槽 類 廃 ガ ス 処 理

設 備  

飛 来 物 防 護 板

( 主 排 気 筒 接 続

用  屋 外 配 管 及

び 屋 外 ダ ク ト  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ

ラ ス 固 化 建 屋 屋

外 ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

 

 

 

 ＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 表  機械 的影響を 及ぼし得 る施設の 選定結果 一覧（ 16／ 16）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等  
周 辺 の 施 設  

周 辺 の 施 設 の 高 さ

と 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 等 ま で の

距 離 の 関 係  

周 辺 の 施 設 の 形 状  

降 下 火 砕 物 防 護 対

象 施 設 等 に 影 響 を

及 ぼ す よ う な 倒

壊 ， 転 倒 又 は 破 損

が 想 定 さ れ る か ？  

判 定  備 考  

○ ： 高 さ ＞ 距 離  

×： 高 さ ＜ 距 離  

○ ： 堆 積 し や す い  

×： 堆 積 し 難 い  

○ ： 想 定 さ れ る  

×： 想 定 さ れ な い  

ウ ラ ン ・ プ ル ト

ニ ウ ム 混 合 脱 硝

建 屋 塔 槽 類 廃 ガ

ス 処 理 設 備  

飛 来 物 防 護 板

( 主 排 気 筒 接 続

用  屋 外 配 管 及

び 屋 外 ダ ク ト  

主 排 気 筒 周 り ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

前 処 理 建 屋 換 気

設 備  

飛 来 物 防 護 板

( 主 排 気 筒 接 続

用  屋 外 配 管 及

び 屋 外 ダ ク ト  

主 排 気 筒 周 り ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

ウ ラ ン ・ プ ル ト

ニ ウ ム 混 合 脱 硝

建 屋 換 気 設 備  

飛 来 物 防 護 板

( 主 排 気 筒 接 続

用  屋 外 配 管 及

び 屋 外 ダ ク ト  

主 排 気 筒 周 り ) 

○  ○  ○  ○  

施 設 の 直 上 に 位 置

し て お り ，破 損 に よ

り 施 設 へ の 影 響 が

想 定 さ れ る  

 

 

 

＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 断 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-2 表  機 能 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 選 定 結 果 一 覧 （ 1／ 2）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 の 付 属

設 備  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 を 機 能

喪 失 さ せ る 可 能

性 が あ る か ？  

付 属 設 備 の 形 状  判 定  備 考  

安 全 蒸 気 系 の 安

全 蒸 気 ボ イ ラ  
排 気 管  ○  × × 

安 全 蒸 気 ボ イ ラ と 接 続 す る 屋 外 の 排 気 管 が 閉 塞

し た 場 合 ， 安 全 蒸 気 ボ イ ラ の 運 転 が で き な い た

め ，漏 え い 液 回 収 機 能 が 喪 失 す る が ，円 筒 形 で あ

り 平 面 の 少 な い 形 状 に よ っ て 降 下 火 砕 物 が 堆 積

し 難 く ，開 口 部 は 笠 状 の 構 造 物 が 取 り 付 け ら れ て

お り 降 下 火 砕 物 に よ り 閉 塞 す る こ と は な い 。  

安 全 圧 縮 空 気 系

の 安 全 空 気 脱 湿

装 置  

再 生 空 気 排 気 配 管  ○  × × 

安 全 空 気 脱 湿 装 置 と 接 続 す る 屋 外 の 再 生 空 気 排

気 配 管 が 閉 塞 し た 場 合 ， 再 生 空 気 が 排 気 さ れ ず ，

安 全 空 気 脱 湿 装 置 の 運 転 が で き な い た め ，安 全 計

装 用 圧 縮 空 気 の 供 給 が 不 可 と な る が ，円 筒 形 で あ

り 平 面 の 少 な い 形 状 に よ っ て 降 下 火 砕 物 が 堆 積

し 難 く ，開 口 部 は 下 向 き で あ り 降 下 火 砕 物 に よ り

閉 塞 す る こ と は な い 。  

  

＜ 機 能 喪 失 ＞           ＜ 付 属 設 備 の 形 状 ＞                
○ ： 機 能 喪 失 さ せ る 可 能 性 が あ る   ○ ： 堆 積 し や す い 形 状 又 は 閉 塞 し や す い 構 造     
×： 機 能 喪 失 さ せ る 可 能 性 が な い   ×： 堆 積 し 難 い 形 状 及 び 閉 塞 し 難 い 構 造       
＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 定 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-2 表  機 能 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 選 定 結 果 一 覧 （ 2／ 2）  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 の 付 属

設 備  

降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 を 機 能

喪 失 さ せ る 可 能

性 が あ る か ？  

付 属 設 備 の 形 状  判 定  備 考  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ

ラ ス 固 化 建 屋 の

安 全 冷 却 水 系 の

安 全 冷 水 冷 凍 機  

吹 出 し 配 管  ×  × 

安 全 冷 水 冷 凍 機 に 接 続 す る 屋 外 の 吹 出 し 配 管 が

閉 塞 し た 場 合 ，安 全 弁 が 動 作 し た 際 の 建 屋 外 へ の

放 出 が 不 可 と な る が ，閉 塞 し て も 安 全 冷 水 冷 凍 機

の 運 転 継 続 に 影 響 を 及 ぼ す こ と は な い 。  

 

 

＜ 機 能 喪 失 ＞           ＜ 付 属 設 備 の 形 状 ＞                
○ ： 機 能 喪 失 さ せ る 可 能 性 が あ る   ○ ： 堆 積 し や す い 形 状 又 は 閉 塞 し や す い 構 造     
×： 機 能 喪 失 さ せ る 可 能 性 が な い   ×： 堆 積 し 難 い 形 状 及 び 閉 塞 し 難 い 構 造       
＜ 判 定 ＞  
○ ： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象         ： 対 象 外 の た め 判 定 な し  
×： 降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 等 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ し 得 る 施 設 の 対 象 外  
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第 1.2-1 図  周辺 の施設の 配置  

 

 

 

 

降下火砕物防護対象施設等 
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1.3 使用 済燃料収 納キャス クを収納 する建屋  

使用済燃 料収納キ ャスクを 収納する 建屋は，破損によ り使用済 燃料収納

キャスク に波及的 破損を与 える可能 性がある ことから ，使用済 燃料収納キ

ャスクを 収納する 建屋を， 降下火砕 物の影響 を考慮す る施設と する。  
・使用済 燃料収納 使用済燃 料輸送容 器保管庫  

 
1.4 間接 的影響を 考慮する 施設  

降下火砕 物による 間接的影 響である ７日間の 外部電源 喪失及び 敷地内外

での交通 の途絶に よるアク セス制限 事象に対 し，再処 理施設の 安全性を維

持するた めに必要 となる電 源の供給 を継続す るため， 非常用デ ィーゼル発

電機の燃 料を貯蔵 する設備 及び移送 する設備 を降下火 砕物の影 響を考慮す

る施設と する。  

・第 1 非常用ディ ーゼル発 電機  

・重油タ ンク  

・燃料移 送ポンプ  

・第 2 非常用ディ ーゼル発 電機  

・燃料油 貯蔵タン ク  
・燃料油 移送ポン プ  

 
2. 降下 火砕物の 影響を考 慮する施 設と設計 項目  

上記「 1. 降下火 砕物の影 響を考慮 する施設 の選定結 果」の結 果から得

られた降 下火砕物 の影響を 考慮する 施設の設 計項目を 第 2.-1 表に示す。  

なお，降 下火砕物 防護対象 施設を収 納する建 屋のうち ，前処理 建屋，

分離建屋 ，精製建 屋，ウラ ン・プル トニウム 混合脱硝 建屋及び 高レベル

廃液ガラ ス固化建 屋につい ては，安 全上重要 な施設で もあり， 当該施設

自体が屋 外の降下 火砕物防 護対象施 設になる ことから ，設計に ついては

屋外の降 下火砕物 防護対象 施設とし て示す。
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第 2 . - 1表  降下火 砕物の影 響を考慮 する施設と設計 項目 （ 1／ 4）  

分 類  設 備 名 称 ＊ 1  

設 計 項 目  

静 的

負 荷  
閉 塞  磨 耗  腐 食  

大 気

汚 染  

絶 縁

低 下  

間 接 的

影 響  

降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施

設 を 収 納 す る 建 屋 (① )  

使 用 済 燃 料 受 入 れ ・ 貯 蔵 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  ○＊ 1  －  

ウ ラ ン 脱 硝 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  －  －  

ウ ラ ン 酸 化 物 貯 蔵 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  －  －  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 酸 化 物 貯 蔵 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  －  －  

第 １ ガ ラ ス 固 化 体 貯 蔵 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  －  －  

チ ャ ン ネ ル ボ ッ ク ス ・ バ ー ナ ブ ル ポ イ ズ ン 処 理 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  －  －  

ハ ル ・ エ ン ド ピ ー ス 貯 蔵 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  －  －  

制 御 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  ○＊ 1  －  

分 析 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  －  －  

非 常 用 電 源 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  －  －  

主 排 気 筒 管 理 建 屋  ○＊ 3  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  －  －  

降 下 火 砕 物 を 含 む 空 気

の 流 路 と な る 降 下 火 砕

物 防 護 対 象 施 設 (② )  

制 御 建 屋 中 央 制 御 室 換 気 設 備  －  ○  ○  ○  ○  ○  －  

ガ ラ ス 固 化 体 貯 蔵 設 備 の 収 納 管 及 び 通 風 管  －  ○  －  ○  －  －  －  

第 1 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機  －  ○  ○  ○  －  －  －  

第 2 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機  －  ○  ○  ○  －  －  －  

安 全 圧 縮 空 気 系 の 空 気 圧 縮 機  －  ○  ○  ○  －  －  －  

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 換 気 設 備 の 給 気 系  －  ○  ○  ○  －  ○  －  

非 管 理 区 域 換 気 空 調 設 備 の 給 気 系  －  ○  ○  ○  －  ○  －  

使 用 済 燃 料 受 入 れ ・ 貯 蔵 建 屋 制 御 室 換 気 設 備  －  ○  ○  ○  ○  ○  －  

降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施 設 を 収 納 す る 建 屋  

( 外 気 取 入 口 )  
－  ○  ○  ○  ○  ○  －  

設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  
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第 2 . - 1表  降下火 砕物の影 響を考慮 する施設と設計 項目 （ 2／ 4）  

分 類  設 備 名 称 ＊ 1  

設 計 項 目  

静 的

負 荷  
閉 塞  磨 耗  腐 食  

大 気

汚 染  

絶 縁

低 下  

間 接 的

影 響  

外 気 か ら 取 り 入 れ た 建

屋 内 の 空 気 を 機 器 内 に

取 り 込 む 機 構 を 有 す る

降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施

設 (③ )  

計 測 制 御 設 備 の う ち 空 気 を 取 り 込 む 機 構 を 有 す る 制 御 盤  －  －  －  －  －  ○＊ 1  －  

安 全 保 護 回 路 を 収 納 し 空 気 を 取 り 込 む 機 構 を 有 す る 制 御 盤  －  －  －  －  －  ○＊ 1  －  

非 常 用 所 内 電 源 系 統 の う ち 空 気 を 取 り 込 む 機 構 を 有 す る 電 気

盤  
－  －  －  －  －  ○＊ 1  －  

放 射 線 監 視 設 備 の う ち 空 気 を 取 り 込 む 機 構 を 有 す る 監 視 盤  －  －  －  －  －  ○＊ 1  －  

屋 外 の 降 下 火 砕 物 防 護

対 象 施 設 (④ )  

前 処 理 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  ○＊ 1  －  

分 離 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  ○＊ 1  －  

精 製 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  ○＊ 1  －  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱 硝 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  ○＊ 1  －  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋  ○  ○＊ 1  ○＊ 1  ○＊ 2  －  ○＊ 1  －  

安 全 冷 却 水 系 冷 却 塔 A , B  ○  －  ○  ○  －  －  －  

安 全 冷 却 水 A , B 冷 却 塔  ○  －  ○  ○  －  －  －  

冷 却 塔 A , B  ○  －  ○  ○  －  －  －  

安 全 冷 却 水 系 膨 張 槽 A , B  ○  －  －  ○  －  －  －  

安 全 冷 却 水 系 （ 安 全 冷 却 水 系 冷 却 塔 A , B ， 安 全 冷 却 水 A , B 冷

却 塔 ， 冷 却 塔 A , B 及 び 安 全 冷 却 水 系 膨 張 槽 A , B 周 り の 配 管 ）  
○ ＊ 3  －  －  ○  －  －  －  

安 全 冷 却 水 系 膨 張 槽 水 位 計 A , B  ○ ＊ 3  －  －  ○  －  －  －  

主 排 気 筒  ○  ○  －  ○  －  －  －  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱 硝 建 屋 塔 槽 類 廃 ガ ス 処 理 設 備  ○ ＊ 3  －  －  ○  －  －  －  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋 塔 槽 類 廃 ガ ス 処 理 設 備  ○ ＊ 3  －  －  ○  －  －  －  

前 処 理 建 屋 換 気 設 備  ○ ＊ 3  －  －  ○  －  －  －  

分 離 建 屋 換 気 設 備  ○ ＊ 3  －  －  ○  －  －  －  

精 製 建 屋 換 気 設 備  ○ ＊ 3  －  －  ○  －  －  －  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱 硝 建 屋 換 気 設 備  ○ ＊ 3  －  －  ○  －  －  －  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋 換 気 設 備  ○ ＊ 3  －  －  ○  －  －  －  

  設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  
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第 2 . - 1表  降下火 砕物の影 響を考慮 する施設と設計 項目 （ 3／ 4）  

分 類  設 備 名 称 ＊ 1  

設 計 項 目  

静 的

負 荷  
閉 塞  磨 耗  腐 食  

大 気

汚 染  

絶 縁

低 下  

間 接 的

影 響  

降 下 火 砕 物 防 護 対 象 施

設 等 に 波 及 的 影 響 を 及

ぼ し 得 る 施 設 （ 機 械 的

影 響 ） (⑤ ）  

飛 来 物 防 護 ネ ッ ト ( 使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設 及 び 貯 蔵

施 設 用  安 全 冷 却 水 系 冷 却 塔 A ， B )  
○  －  －  ○  －  －  －  

飛 来 物 防 護 ネ ッ ト ( 再 処 理 設 備 本 体 用  

安 全 冷 却 水 系 冷 却 塔 A ， B )  
○  －  －  ○  －  －  －  

飛 来 物 防 護 ネ ッ ト ( 第 2 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 用  

安 全 冷 却 水 系 冷 却 塔 A ， B )  
○  －  －  ○  －  －  －  

飛 来 物 防 護 板 ( 主 排 気 筒 接 続 用  

屋 外 配 管 及 び 屋 外 ダ ク ト  主 排 気 筒 周 り )  
○  －  －  ○  －  －  －  

飛 来 物 防 護 板 ( 主 排 気 筒 接 続 用  

屋 外 配 管 及 び 屋 外 ダ ク ト  分 離 建 屋 屋 外 )  
○  －  －  ○  －  －  －  

飛 来 物 防 護 板 ( 主 排 気 筒 接 続 用  

屋 外 配 管 及 び 屋 外 ダ ク ト  精 製 建 屋 屋 外 )  
○  －  －  ○  －  －  －  

飛 来 物 防 護 板 ( 主 排 気 筒 接 続 用  

屋 外 配 管 及 び 屋 外 ダ ク ト  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋 屋 外 )  
○  －  －  ○  －  －  －  

飛 来 物 防 護 板 ( 冷 却 塔 接 続  屋 外 設 備 )  ○  －  －  ○  －  －  －  

飛 来 物 防 護 板 ( 前 処 理 建 屋  安 全 蒸 気 系 設 置 室 )  ○  －  －  ○  －  －  －  

北 換 気 筒  ○  －  －  ○  －  －  －  

 

使 用 済 燃 料 収 納 キ ャ ス

ク を 収 納 す る 建 屋  

 

使 用 済 燃 料 収 納 使 用 済 燃 料 輸 送 容 器 保 管 庫  ○  －  －  ○  －  －  －  

 

  

設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  
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第 2 . - 1表  降下火 砕物の影 響を考慮 する施設と設計 項目 （ 4／ 4）  

分 類  設 備 名 称 ＊ 1  

設 計 項 目  

静 的

負 荷  
閉 塞  磨 耗  腐 食  

大 気

汚 染  

絶 縁

低 下  

間 接 的

影 響  

間 接 的 影 響 を 考 慮 す る

施 設  

第 1 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機  －  －  －  －  －  －  ○  

重 油 タ ン ク  －  －  －  －  －  －  ○  

燃 料 移 送 ポ ン プ  －  －  －  －  －  －  ○  

第 2 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機  －  －  －  －  －  －  ○  

燃 料 油 貯 蔵 タ ン ク  －  －  －  －  －  －  ○  

燃 料 油 移 送 ポ ン プ  －  －  －  －  －  －  ○  

 

 

 

 

設 計 項 目 の 凡 例 ） ○ ： 設 計 対 象   ― ： 設 計 対 象 外  

注 記 ＊ 1： 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 2： 建 屋 自 体 に 対 す る 影 響 及 び 外 気 を 取 り 込 む 空 調 系 統 か ら 建 屋 内 部 に 降 下 火 砕 物 が 取 り 込 ま れ る こ と に よ る 影 響 を 考 慮 。  

＊ 3： 降 下 火 砕 物 が 堆 積 し 難 い 構 造 に よ る 影 響 を 考 慮 。  
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1. 降下火砕物の影響を考慮する施設の選定結果 

設工認に係る補足説明資料本文中の「2. 降下火砕物の影響を考慮する施設の選定に

ついて」に基づき，降下火砕物の影響を考慮する施設を選定した結果を以下に示す。 

 

1.1 降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果 

降下火砕物防護対象施設等のうち，降下火砕物の影響を考慮する施設を以下の(1)

～(4)に分類し選定した。選定結果を第 1.1-1 表に示す。 

 

(1)降下火砕物防護対象施設を収納する建屋(①) 

建屋内の降下火砕物防護対象施設は，建屋にて防護されることから，降下火砕

物防護対象施設の代わりに，降下火砕物防護対象施設を収納する建屋を降下火砕

物の影響を考慮する施設とする。降下火砕物防護対象施設を収納する建屋を以下

に示す。 

・燃料加工建屋 

 

(2)降下火砕物を含む空気の流路となる降下火砕物防護対象施設(②) 

降下火砕物を含む空気の流路となる降下火砕物防護対象施設，降下火砕物防護

対象施設を収納する建屋の換気空調設備及びそれらの外気取入口については，降

下火砕物の影響を受ける可能性があるため，降下火砕物の影響を考慮する施設と

する。降下火砕物を含む空気の流路となる降下火砕物防護対象施設を以下に示

す。 

・非常用所内電源設備の非常用発電機 

・気体廃棄物の廃棄設備の給気設備 

・非管理区域換気空調設備 

・燃料加工建屋(外気取入口) 

 

(3)外気から取り入れた屋内の空気を機器内に取り込む機構を有する降下火砕物防護

対象施設(③) 

建屋内に収納される降下火砕物防護対象施設のうち，外気から取り入れた屋内

の空気を機器内に取り込む機構を有する降下火砕物防護対象施設を降下火砕物の

影響を考慮する施設とする。外気から取り入れた建屋内の空気を機器内に取り込

む機構を有する降下火砕物防護対象施設を以下に示す。 

・焼結設備，火災防護設備及び小規模試験設備のうち，空気を取り込む機構を有

する制御盤及び監視盤 

・非常用所内電源設備のうち空気を取り込む機構を有する電気盤 

 

(4)屋外の降下火砕物防護対象施設(④) 

対象なし 
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第 1.1-1 表 降下火砕物の静的負荷，閉塞等を考慮する施設の選定結果及び設計項目 

No. 分類 設備名称 種別 

降下火砕物に対する設計項目 

設置建屋 静的 

負荷 
閉塞 磨耗 腐食 

大気 

汚染 

絶縁 

低下 

1 
降下火砕物防護対象施

設を収納する建屋(①) 
燃料加工建屋 ― 〇 〇＊2 〇＊2 〇＊3 ― 〇＊2 ― 

2 

降下火砕物を含む空気

の流路となる降下火砕

物防護対象施設(②) 

非常用所内電源設備の非常

用発電機 
― ― 〇 〇 〇 ― ― PA＊1 

3 
気体廃棄物の廃棄設備の給

気設備 
― ― 〇 〇 〇 ― 〇 PA＊1 

4 非管理区域換気空調設備 ― ― 〇 〇 〇 ― 〇 PA＊1 

5 燃料加工建屋(外気取入口) ― ― 〇 〇 〇 ― 〇 PA＊1 

6 
外気から取り入れた建

屋内の空気を機器内に

取り込む機構を有する

降下火砕物防護対象施

設(③) 

焼結設備，火災防護設備及び

小規模試験設備のうち，空気

を取り込む機構を有する制

御盤及び監視盤 

― ― ― ― ― ― 〇 PA＊1 

7 

非常用所内電源設備のうち

空気を取り込む機構を有す

る電気盤 

― ― ― ― ― ― 〇 PA＊1 

設計項目の凡例）○：設計対象  －：設計対象外 

注記＊1：「燃料加工建屋」の略称を「PA」とする。 

＊2：外気を取り込む空調系統から建屋内部に降下火砕物が取り込まれることによる影響を考慮。 

＊3：建屋自体に対する影響及び外気を取り込む空調系統から建屋内部に降下火砕物が取り込まれることによる影響を考慮。  
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1.2 降下火砕物防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設の選定結果 

(1) 機械的影響を及ぼし得る施設(⑤) 

降下火砕物防護対象施設等を除く施設のうち，倒壊又は転倒により降下火砕物

防護対象施設等に損傷を及ぼして安全機能を損なわせるおそれがある施設を確認

した結果を第 1.2-1 表及び以下に示す。また，周辺施設の配置についても第 1-1

図に示す。 

燃料加工建屋の周辺の屋外施設として，エネルギー管理建屋，ウラン・プルト

ニウム混合酸化物貯蔵建屋，窒素ガス発生装置及び気体廃棄物の廃棄設備の排気

筒がある。 

このうち，エネルギー管理建屋，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋及

び窒素ガス発生装置については，当該施設の高さが降下火砕物防護対象施設等ま

での最短距離よりも小さいことから，降下火砕物防護対象施設等に対して，倒壊

又は転倒により機械的影響を及ぼし得る施設にならない。 

一方，気体廃棄物の廃棄設備の排気筒は，当該施設の高さが降下火砕物防護対

象施設等までの最短距離よりも大きいが，排気のために空気を噴き上げているこ

と及び中空円形のため堆積面積が小さいことから，降下火砕物により倒壊しない

ため，機械的影響を及ぼし得る施設として選定しない。 

上記のことから，機械的影響を及ぼし得る施設に該当する施設はない。 
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(2) 機能的影響を及ぼし得る施設(⑥) 

降下火砕物防護対象施設の屋外の付属設備の破損により機能的影響を及ぼし得

る施設としては，降下火砕物の影響により降下火砕物防護対象施設の安全機能を

損なわせるおそれがある施設を選定する。 

なお，直接的影響及び間接的影響に対して選定した降下火砕物の影響を考慮す

る施設の付属設備については，当該施設の設計において降下火砕物の影響を考慮

していることから，機能的影響を及ぼし得る施設として選定しない。 

上記に該当しない降下火砕物防護対象施設の付属設備として，屋外に設置する

施設であるグローブボックス消火装置の安全弁の吹き出し配管及び気体廃棄物の

廃棄設備の排気筒が該当する。確認結果を第 1.2-2 表及び以下に示す。 

 

a. 延焼防止ダンパ及びグローブボックス消火装置の付属設備 

火災防護設備のうち，延焼防止ダンパ及びグローブボックス消火装置につい

ては，圧力調整器(消火ガスの圧力を適切に減圧する機器)が故障した場合に機

能が必要となる設備として，ガス圧力が高い場合に作動する安全弁を設置する

設計であり，安全弁の吹き出し配管の一部が屋外に設置される。屋外に設置さ

れる吹き出し配管は，降下火砕物が堆積しがたい形状であり，閉塞に対しても

吹き出し口は下向きに設計することから，排気ラインが閉塞することはない。 

 

b. 気体廃棄物の廃棄設備の排気筒 

気体廃棄物の廃棄設備の排気筒については，降下火砕物防護対象施設である

グローブボックス排気設備の排気経路であるが，排気経路は十分な流路幅があ

り，常に排気されることから排気筒が閉塞することはない。また，閉塞したと

しても排気筒の点検口又は建屋内の排気経路中のフランジを開けて別の開放経

路を確保できることからグローブボックス排気設備に機能的影響を及ぼすこと

はない。なお，排気筒に侵入した降下火砕物は除灰できる構造となっている。 

 

上記のことから，機能的影響を及ぼし得る施設に該当する施設はない。 
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第 1.2-1 表 降下火砕物防護対象施設等に機械的影響を及ぼし得る施設の選定結果 

降下火砕物
防護対象施

設等 
周辺の施設 

施設の高さと降下
火砕物防護対象施
設等までの距離の
関係 

施設の形状 
降下火砕物防護対象施設等
に影響を及ぼすような損壊
が想定されるか？ 

判定 備考 

〇：高さ＞距離 
×：高さ＜距離 

〇：堆積しやすい 
×：堆積し難い 

〇：想定される 
×：想定されない 

燃料加工建
屋 

エネルギー管
理建屋 

×   × 
離隔距離(約 33m)＞構築物高さ
(約 16m) 

窒素ガス発生
装置 

×   × 
離隔距離(約 45m 以上)＞窒素ガ
ス発生装置高さ(約 22m) 

ウラン・プルト
ニウム混合酸
化物貯蔵建屋 

×   × 
離隔距離(約 21m)＞ウラン・プル
トニウム混合酸化物貯蔵建屋高
さ(約 15m) 

気体排気設備
の排気設備の
排気筒 

〇 ×  × 

「離隔距離＜気体廃棄物の廃棄
設備の排気筒」であるが，排気の
ために空気を噴き上げているこ
と及び中空円形のため堆積面積
が小さいことから，降下火砕物に
より倒壊しない。 

＜判定＞ 

○：降下火砕物防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設の対象 

×：降下火砕物防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設の対象外 

    ：対象外のため判定なし 
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第 1.2-2 表 機能的影響を及ぼし得る施設の選定結果一覧 

降下火砕物防護対象施

設 

降下火砕物防護対象施

設の付属設備 

降下火砕物防護対象

施設を機能喪失させ

る可能性があるか？ 

施設の形状 判定 備考 

延焼防止ダンパ及びグ

ローブボックス消火装

置 

安全弁の吹き出し配管

の一部 
× × × 

降下火砕物が堆積しがたい形状であり，閉塞に対し

ても吹き出し口は下向きに設計することから，排気

ラインが閉塞することはない。 

気体廃棄物の廃棄設備 排気筒 × × × 

排気経路は十分な流路幅があり，常に排気されるこ

とから排気筒が閉塞することはない。また，閉塞し

たとしても排気筒の点検口又は建屋内の排気経路中

のフランジを開けて別の開放経路を確保できること

からグローブボックス排気設備に機能的影響を及ぼ

すことはない。なお，排気筒に侵入した降下火砕物

は除灰できる構造となっている。 

＜施設の形状＞ 

○：堆積しやすい形状又は閉塞しやすい構造 

×：堆積し難い形状及び閉塞し難い構造 

＜判定＞ 

○：降下火砕物防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設の対象 

×：降下火砕物防護対象施設等に波及的影響を及ぼし得る施設の対象外 
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第 1-1 図 降下火砕物の影響を考慮する施設及び周辺の施設の配置 
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1.3 使用済燃料収納キャスクを収納する建屋 

対象なし 

 

1.4 間接的影響を考慮する施設 

降下火砕物による間接的影響である 7日間の外部電源喪失及び敷地内外での交通の

途絶によるアクセス制限事象に対し，MOX 燃料加工施設の安全性を維持するために必

要となる電源の供給が継続するため，非常用発電機の燃料を貯蔵する設備及び移送す

る設備を降下火砕物の影響を考慮する施設とする。 

・非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク 

・燃料油サービスタンク 

・燃料油移送ポンプ 

 

2. 降下火砕物の影響を考慮する施設と設計項目 

上記「1. 降下火砕物の影響を考慮する施設の選定結果」の結果から得られた降下火

砕物の影響を考慮する施設の設計項目を第 2-1 表に示す。 
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第 2-1 表 降下火砕物の影響を考慮する施設と設計項目 

分類 設備名称 種別 

設計項目 

静的 

負荷 
閉塞 磨耗 腐食 

大気 

汚染 

絶縁 

低下 

間接的

影響 

降下火砕物防護対象施設を収納する

建屋(①) 
燃料加工建屋 ― 〇 〇＊1 〇＊1 〇＊2 ― 〇＊1 ― 

降下火砕物を含む空気の流路となる

降下火砕物防護対象施設(②) 

非常用所内電源設備の非常用発電機 ― ― 〇 〇 〇 ― ― ― 

気体廃棄物の廃棄設備の給気設備 ― ― 〇 〇 〇 ― 〇 ― 

非管理区域換気空調設備 ― ― 〇 〇 〇 ― 〇 ― 

燃料加工建屋(外気取入口) ― ― 〇 〇 〇 ― 〇 ― 

外気から取り入れた建屋内の空気を

機器内に取り込む機構を有する降下

火砕物防護対象施設(③) 

焼結設備，火災防護設備及び小規模

試験設備のうち，空気を取り込む機

構を有する制御盤及び監視盤 

― ― ― ― ― ― 〇 ― 

非常用所内電源設備のうち空気を取

り込む機構を有する電気盤 
― ― ― ― ― ― 〇 ― 

間接的影響を考慮する施設 

非常用発電機 ― ― ― ― ― ― ― 〇 

燃料油貯蔵タンク ― ― ― ― ― ― ― 〇 

燃料油サービスタンク ― ― ― ― ― ― ― 〇 

燃料油移送ポンプ ― ― ― ― ― ― ― 〇 

凡例)○：設計対象  －：設計対象外注記 

＊1：外気を取り込む空調系統から建屋内部に降下火砕物が取り込まれることによる影響を考慮。 
＊2：建屋自体に対する影響及び外気を取り込む空調系統から建屋内部に降下火砕物が取り込まれることによる影響を考慮。 
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